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お客様の目線にたった
本物の技術をお届けします

　神戸製鋼が独自開発した抗菌めっき技術「KENI FINE」に、SARSウィスルと同属のコロナウイル

スに効能があることが、岩手大学の平野紀夫博士によって確認されました。KENI FINEは高機能の抗

菌めっき技術で、従来の抗菌塗装や抗菌ステンレスなどの抗菌技術に比べて10倍以上の抗菌スピード

で菌の増殖を抑制する効果があり、防カビや防藻にも有効です。同技術はライセンスビジネスを実施

しており、2002年から量産を開始しております。その後、耐変色処理や粉末化技術の開発、樹脂へ

の適用化など、めっき技術の改良を進め、現在、食品・厨房関係や医療福祉関係などの用途で実用化

されているとともに、13社にライセンス供与しております。今後も、効能を発揮するウイルスの種類

を確認し、感染ルートになりやすい学校施設や鉄道車両、空港施設、医療・福祉関連施設などへ採用

を働きかけるとともに、海外へのライセンス展開も進めていきます。�

■高機能抗菌めっき技術「KENI FINE」がSARSと�
　同属のウイスルに効能�

　神戸製鋼所と神鋼環境ソリューションは、製鉄所や工場、ごみ焼却場などで未活用となっている

150～200℃の中・低温域の廃熱を蓄熱し、トラックで輸送する技術を開発しました。廃熱を回収し

て90℃以上の高温水にし、家庭用冷暖房エネルギーとして利用しようというものです。これまで放熱

という形で捨てていたエネルギーを利用することで、CO2排出削減や地球温暖化対策に結びつきます。�

　単位質量当たりの蓄熱量が大きく、高い融点温度を持つエリスリトールを蓄熱材として使用し、特

殊構造の蓄熱装置を独自開発しました。また、蓄熱材に熱エネルギーを伝える熱媒体との熱交換に直

接接触式を採用し、従来装置に比べ30%の小型化を図りました。�

■冷暖房に活用できる中低温廃熱からの熱輸送技術�

　技術開発本部は、当社および神戸製鋼グループの技術開発拠点として、材料、機械、化学・環境、

電子技術の各分野において技術開発を推進しており、これらの技術力を核とした事業ユニット競争力

強化のための研究開発に加え、将来に向けた新製品、新技術の先導研究を行っています。�

温水プール�
温浴施設�

花卉栽培�

古紙配合率100％再生紙を使用しています。�


